
令和元年度

東北中央自動車道の利用促進に向けた
戦略的広報に係る取組み

令和２年８月

山形県 県土整備部
道路整備課 高速道路整備推進室

資料２

■目 次

１．「山形県戦略的広報基本指針」の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ １

２．令和元年度 連携主要テーマ「東北中央自動車道開通を生かす」広報取組計画 ・・・・・・・・・・ ２

３．令和元年度 連携主要テーマ「東北中央自動車道開通を生かす」取組内容の紹介 ・・・・・・・・・ ３

４．東北中央自動車道開通に関するアンケート調査の結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５

５．令和元年度 連携主要テーマ「東北中央自動車道開通を生かす」目標の達成状況と今後の方針 ・・・10



１．

１

２．令和元年度連携主要テーマ「東北中央自動車道開通を生かす」広報取組計画
〔関係部局：県土整備部（リーダー）、企画振興部、環境エネルギー部、商工労働部、観光文化スポーツ部、農林水産部、総合支庁〕
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◇県民や県内企業の理解を得て整備を推進

◇より多くの県民や県内企業への利用を促す

・開通による整備効果（時間短縮、利便性向上等）
・利用促進イベントの開催情報

・「道の駅」などの周辺施設や景観、やまがた百名山

などの地域資源（再掲）

・域内周遊観光ルートや観光イベント情報 等

【エリア（県内）】
・東北中央道沿線を中心に

県内全域

【対象】
・マイカー利用者
・観光業者 ・物流業者
・県外との取引を行う企業 等

◇県民の理解促進及び東北中央道の整備推進に向けた広報
・「道の駅」のＰＲ誌、観光イベント・地域資源等を紹介するウェブサイトやＳＮＳ、県広報誌

や県政広報テレビ番組等における東北中央道の開通状況や整備効果等のＰＲ

・「最上を拓く高規格道路」建設促進合同大会の開催 等

◇県民や県内企業への利用を促す広報
・観光施設や山形空港、関係機関におけるＰＲ用チラシの配布やポスター掲示 等

◇東北中央道開通を観光誘客や
県産品の販売拡大につなげる

・「道の駅」などの周辺施設や景観、やまがた百名山

などの地域資源

・東北中央道を利用した域内周遊観光ルート

・周辺市町村の農産物や美食・美酒情報 等

◇東北中央道開通を企業誘致や
県内企業の取引拡大につなげる

・東北中央道利用による輸送時間の短縮、

物流コストの軽減 等

◇観光誘客促進、県産品販売拡大に向けた広報

・各種ｳｪﾌﾞｻｲﾄやＳＮＳ、県政広報テレビ番組等における、東北中央道を利用した周遊観光

ﾙｰﾄ､沿線市町村の農産物や美食・美酒情報､景観ややまがた百名山等地域資源のＰＲ

・対象ｴﾘｱ内の観光ｷｬﾝﾍﾟｰﾝや県産品ＰＲｲﾍﾞﾝﾄ等における開通情報や整備効果等のＰＲ

・山形空港発着便及び東北中央道を利用した観光のＰＲ

・ＰＲ用ボックスティッシュを銀行窓口（宮城・福島・首都圏等）、量販店（宮城・福島）及び

県内道の駅のフードコート等へ据置し、利用拡大をＰＲ

・山形花笠まつりや日本一の芋煮会等におけるＰＲ用うちわを配布し、利用拡大をＰＲ

・東北観光ﾌﾘｰﾊﾟｽや首都圏でのｲﾍﾞﾝﾄ等、ＮＥＸＣＯ東日本と連携して利用拡大をＰＲ 等

◇企業誘致や受注拡大に向けた広報

・企業向けセミナーや商談会における整備効果（時間短縮、利便性向上等）のＰＲ

・企業訪問時等における整備効果をまとめたチラシ類の配布 等

【エリア（県外）】
・宮城県、秋田県、福島県
・首都圏、北関東 等

【対象】
◇観光誘客、県産品販売関係

・観光客 ・観光業者 ・出版社
・有名ブロガー ・物流業者
・大手バイヤー 等

◇企業誘致、取引拡大関係
・本県への立地に関心のある企業
・本県企業との取引業者 等

◇災害や事故発生に伴う東北中央道の
通行規制情報を迅速かつ適切に提供する

・災害や事故の発生情報 ・通行止め等の情報
・山形新幹線や東北道の代替機能（ﾘﾀﾞﾝﾀﾞﾝｼｰ） 等

東北中央道の利用者、
報道機関、 関係行政機関 等

◇各種通行規制情報の迅速な提供
国（山形河川国道事務所）、NEXCO東日本、日本道路交通情報センター、
県警交通管制センター等

目 的 東北中央自動車道（以下、東北中央道）の開通による効果を幅広く発信し、地域活性化（観光振興、産業振興等）
や県民生活の向上につなげる

広報の
ポイント

◇南陽高畠ＩＣ～山形上山ＩＣ間開通を受け、宮城県・仙台市での発信を強化
◇効果測定の結果を踏まえ、ターゲットエリア内のＳＡ・ＰＡでの発信を強化
◇山形～福島間の全線開通を受け、山形空港との連携を強化
◇時間短縮効果と南東北３県の高速道路環状ネットワークをＰＲ
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和元年度スケジュール概要

◇ウェブサイト等を活用した県外への情報発信 ◇県外での観光キャンペーンや各種セミナー等でのＰＲ ◇関係団体と連携したＰＲ

◇災害や事故の発生状況に応じた、適時・適切な情報提供

山形上山インターチェンジ

○多様な広報媒体を効果的に活用
○旬の農産物ＰＲや各季節の観光キャンペーン

などの機会に集中的に情報を発信
◇部局横断による情報発信の新たな実施 ◇ウェブサイト等を活用した県民への情報発信 ◇観光イベント等でのＰＲ

県民等の理解を得る

危 機 管 理

外の活力を呼び込む

さくらんぼ 夏まつり 果樹（ﾗ･ﾌﾗﾝｽ,ぶどう,りんご等） スキー・雪まつり

4月13日 南陽高畠ＩＣ～山形上
山ＩＣ間 開通式

目

標

1日平均交通量 3万台以上
（南陽高畠ＩＣ～かみのやま温泉ＩＣ間、
国道１３号の交通量を含む）

【参考値】23,800台/日（H28.11.4～H29.11.3）
26,700台/日（H29.11.4～H30.11.3）

春まつり桜

他部局や関係機関と連携した広報の展開主要なターゲット広報事項・発信情報

２



■山形観光パンフレット、東北中央自動車道開通ＰＲ用ボックスティッシュ等を活用した広報活動の展開

・各種イベント、ＰＡ・ＳＡ等での観光パンフレット及び開通ＰＲ用ボックスティッシュ・うちわ等の配付・設置

・首都圏（各種イベント・都道府県会館・アンテナショップ）でのＮＥＸＣＯ東日本作成リーフレット等の配付・設置

※取組内容の一部を紹介

那須高原ＳＡでのＰＲ活動（6/8(土)）

繋がる東北絆祭りでのブース
（東京・12/13(金)～14(土)）

ＮＥＸＣＯ東日本作成リーフレット・チラシ

３．令和元年度 連携主要テーマ「東北中央自動車道開通を生かす」取組内容の紹介 (1/2)

ＰＲ用ボックスティッシュ

ＰＲ用うちわ

銀行窓口へ設置

道の駅へ設置

安達太良ＳＡでのＰＲ活動（5/18(土)）

花笠まつりでのＰＲ活動（8/5(月)）

日本一の芋煮会フェスティバルでの
ＰＲ活動（9/15(日)）

菅生ＰＡでのＰＲ活動（5/11(土)）

３

３．令和元年度 連携主要テーマ「東北中央自動車道開通を生かす」取組内容の紹介 (2/2)

■山形観光ＰＲイベント「山形ハイウェイトラベル」の開催

○日 時：令和元年６月29日（土） 11：00 ～ 17：00

○場 所：二子玉川ライズショッピングセンター・ガレリア（東京都世田谷区）

○主 催：東日本高速道路株式会社（県は共催）

○目 的：平成31年４月の東北中央自動車道（南陽高畠ＩＣ～山形上山ＩＣ間）開通後の夏の行楽シーズンに合わせて、様々な年齢層が集う大型

商業施設で“車で山形へ旅する”楽しみを「観光情報」「グルメ」「抽選会」を柱に発信し、首都圏から山形県への車旅に繋ぐ

イベントブース来場者数(チラシ配付人数) → 約3,000人

４



４．東北中央自動車道開通に関するアンケート調査の結果 (1/5)

（対象者）全員

【自動車の運転頻度】

Q１. あなたは、普段の生活において、自動車をどの程度運転していますか。（単一回答）

■2019年結果

・県内では、６１%の人が自動車を「ほとんど毎

日」運転し、地域別では最上地域、年代別では

４０～５０代が最も高い。「年に数回」以上運

転する人の割合は８８%である。

・県外では、「年に数回」以上運転する人の割合

は、北海道・東北地方が７２%、首都圏が５３

％である。

※2018とほぼ同じ結果

※2018サンプル数➡5,000人 (うち県66・県外4,934)

５

（対象者）普段の生活において、自動車を年に数回以上運転する人

【東北中央自動車道に関する認知度】

Q２. あなたは、東北中央自動車道により、南東北３県（山形県、宮城県、福島県）の県庁所在地が環状ネットワークでつながれたことや、

福島大笹生ＩＣ（インターチェンジ）から米沢北ＩＣまでが無料区間として開通していることを知っていますか。（複数回答可）

■2019年結果

・県内では、「南東北３県の県庁所在地をつなぐ環状ネ

ットワーク」や東北中央自動車道の「無料区間」につ

いて、両方又はいずれかを知っている人の割合は、年

に数回以上運転する人の７３%である。また、地域別

では、置賜地域が９３％と最も高い。

・県外では、福島県が６７％であるが、関東地方、中京

・関西圏では、１０％前後とあまり知られていない。

４．東北中央自動車道開通に関するアンケート調査の結果 (2/5)

≪２年間の比較(認知度)≫
県内 ➡ 認知度が向上している
県外 ➡ 福島県での認知度が向上している

※最上地域は回答人数が少ないため参考値

■2018年結果《参考》(結果のみ記載)

・県内では、東北中央自動車道の「開通情報」や「無料

区間」について、両方又はいずれかを知っている人の

割合は、６７％である。

・県外では、福島県が５９％であるが、関東地方、中京

・関西圏では１０％前後にしか知られていない。
※サンプル数3,021人 (うち県58・県外2,963)

※2019年と2018年の質問内容の一部に相違あり

｢…環状ﾈｯﾄﾜｰｸでつながれた｣ ⇔ ｢今年度中に東根市まで開通予定｣

(2019)                     (2018)

６



【東北中央自動車道に関する情報源】

Q３. 前問で「どちらも知らない」「そもそも東北中央自動車道の存在を知らない」と答えた方以外の方にお伺いします。南東北３県の県庁
所在地をつなぐ環状ネットワークや無料区間があることをどちらで見聞きしましたか。（複数回答可）

（対象者）普段の生活において、自動車を年数回以上運転する人、かつ東北中央自動車道の開通により、南東北３県(山形県・宮城県・福島県)の県庁所在地
が環状ネットワークでつながれたことや、福島大笹生ＩＣから米沢北ＩＣまでが無料区間として開通していることを知っている人

４．東北中央自動車道開通に関するアンケート調査の結果 (3/5)

※最上地域は回答人数が少ないため参考値

■2019年結果

・県内では、「テレビ」が６４％と最も多く、「新聞」

が４３％で次に多い。年代別に見ると、２０代では

「家族、友人、知人から聞いた（口コミ）」が最も多い。

・県外では、福島県は「テレビ」や「新聞」、宮城県、

関東地方は「高速道路のPＡ、ＳＡ」が多い。

７

■2018年結果《参考》(結果のみ記載)

・県内では、「テレビ」、「新聞」が中心で、２０代・

３０代は「家族、友人、知人から聞いた（口コミ）」

の割合が高い。

・県外では、福島県は「テレビ」、「新聞」から、関東

地方は「高速道路のＰＡ、ＳＡ」の割合が高い。

※サンプル数3,021人 (うち県58・県外2,963)

n
(3,021)

(3,658)

(65)

村山地域 (32)

最上地域 (4)

置賜地域 (13)

庄内地域 (16)

男性 (33)

女性 (32)

20代 (7)

30代 (10)

40代 (13)

50代 (13)

60代以上 (23)

山形県外全体 (3,593)

北海道・東北地方 (675)

宮城県 (113)

福島県 (99)

関東地方 (1,882)

北関東地方 (366)

首都圏 (1,398)

中京・関西圏 (1,036)
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情報の有無にかかわらず、これからも使うと思う
情報を得たことをきっかけに、これからは使ってみようと思う
情報は得ても、これからも使おうとは思わない

４．東北中央自動車道開通に関するアンケート調査の結果 (4/5)

※最上地域は回答人数が少ないため参考値

（対象者）普段の生活において、自動車を年に数回以上運転する人

【東北中央自動車道の利用意向】

Q４. 東北中央自動車道の開通予定や無料区間があるという情報を踏まえ、あなたは今後、東北中央自動車道を使ってみようと思いますか。

対象者全体：2019年

対象者全体：2018年

８

既利用者

■2019年結果
・県内では、２２％が「情報を得たことをきっかけに、

これからは使ってみようと思う」と答えた。

（既利用者６０％と合わせると８２％）

・北海道・東北地方では、３６％が「情報を得たこと
をきっかけに、これからは使ってみようと思う」と

答えた。（既利用者１９％と合わせると５５％）

・関東地方では、４７％が「情報を得たことをきっか

けに、これからは使ってみようと思う」と答えた。

（既利用者１４％と合わせると６１％）

■2018年結果《参考》(結果表は省略(左表に全体のみ表示))

・県内では、２８％が「情報を得たことをきっかけに、

これからは使ってみようと思う」と答えた。

（既利用者５４％と合わせると８２％）

・北海道・東北地方では、３４％が「情報を得たこと

をきっかけに、これからは使ってみようと思う」と

答えた。（既利用者１９％と合わせると５３％）

・関東地方では、４５％が「情報を得たことをきっか

けに、これからは使ってみようと思う」と答えた。

（既利用者１１％と合わせると５６％）

※サンプル数3,021人 (うち県58・県外2,963)



４．東北中央自動車道開通に関するアンケート調査の結果 (5/5)

Ｑ１.【自動車の運転頻度】の結果
➡ 県内では、約６割の人が自動車を「ほとんど毎日」運転しており、北海道・東北地方の約４割、関東地方の約２割に比べ著しく高い。また、

「年に数回」以上運転する人は約９割で、北海道・東北地方の約７割、関東地方の約５割に比べ高い。（昨年データとほぼ同じ結果）

Ｑ２.【東北中央自動車道に関する認知度】の結果［対象：年に数回以上運転する人］
➡ 「南東北エリアの環状ネットワーク」や「東北中央自動車道の無料区間」について、本県、福島県では約７割の人に認知されているが、宮

城県は約５割、関東地方は約１割にとどまっている。

Ｑ３.【東北中央自動車道に関する情報源】の結果［対象：年に数回以上運転する人、かつ「南東北エリアの環状ネットワーク」や「東北中央自
動車の無料区間」を知っている人］

➡ 本県、福島県は「テレビ」、「新聞」から、宮城県、関東地方は「高速道路のＰＡ・ＳＡ」から多くの情報を入手している。

Ｑ４.【東北中央自動車道の利用意向】の結果［対象：年に数回以上運転する人］
➡ 県内の既利用者は、前年度の５４％から６０％に増加している。また、宮城県や関東地方では、約５割の人が情報を得たことをきっかけに

今後利用したい意向を示している。

調査目的
県が実施する各種広報活動の効果を評価検証し、見直しや改善に活用することで、広報活動のＰＤＣＡサイクル確立に資する。

※報告書（調査結果全体）は非公表。ただし、各設問のうち、自部局に関する結果については、当該部局の判断で公表可

調査手法 インターネット定量調査

調査対象者

①県内及び県外在住の20代以上の男女

②県外は、山形県が行う県外向け広報活動の主なターゲットとなっているエリアを踏まえ、北海道、東北（青森、岩手、秋田、宮城、福島）、

新潟、首都圏（東京、神奈川、埼玉、千葉）、北関東（群馬、栃木、茨城）、中京圏（愛知）及び関西圏（大阪、兵庫、京都）の18都道

府県を対象

回答数
実際の回答数：6,000人（県内1,000人、県外5,000人）

※全国的な傾向を把握するため、人口構成比率に近くなるように調整・換算（6,000人 → 県内74人・県外5,926人）しており、実際の回答数とは異なる

実施期間 令和元年11月22日(金)～26日(火)

【アンケート調査の結果（まとめ）】

調査概要

９

５．令和元年度 連携主要テーマ「東北中央自動車道開通を生かす」目標の達成状況と
今後の方針

目 標：1日平均交通量 3万台以上

実 績：1日平均交通量 3０，３００台

（東北中央自動車道「南陽高畠ＩＣ～かみのやま温泉ＩＣ」間、国道１３号の交通量の合計）

広報取組計画の目標達成状況

❖南東北エリアの環状ネットワークや東北中央自動車道の無料区間について、本県と福島県で

は一定程度知られているが、関東地方ではあまり知られていない。

❖関東地方では、ＳＡ・ＰＡが有効な情報源となっている。

❖情報を得たことをきっかけに、東北中央自動車道を使ってみようと考える方が多数いる。

以上を踏まえ、更なる東北中央自動車道の利用促進を図るため、令和４年内に開通予定

である「東根北ＩＣ～大石田村山ＩＣ」間の情報も発信しながら、効果的なＳＡ・ＰＡで

のＰＲなど、令和２年度も継続して広報活動を実施していきます。

今後の方針
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